
　下記の日程にて、各種実習の事前・事後指導を実施します。次回の事前指導（平成23年度夏期・日程未定）前までに実習を
予定している学生は必ず実習事前指導を受講してください。また、事後指導を受講できる学生は当該実習をすべて終了してい
る学生に限ります。　
　事後指導を受講しない場合は、実習の単位が認定されませんので注意してください。
　なお、『聖徳通信11月号』より、小学校教育実習事前指導が1日追加となっております。該当される方はご確認をお願いします。

実　習　名 事　前　指　導 事　後　指　導 担　当　教　員
保育実習 1月29・30日（土・日） 2月13日（日）1〜5限 加藤先生・西先生・神谷先生

幼稚園教育実習 1月23日（日） 2月   6日（日）3・4限 塩先生・原本先生・関口先生

小学校教育実習
2月20日（日）追加

1月30日（日） 鎧先生・渡邊先生
2月26日（土）

中学・高校教育実習 3月   6日（日） 1月30日（日） 太田　繁　先生

介護等体験実習 2月27日（日）3〜5限 河村　久　先生

社会福祉援助技術
現場実習指導 『聖徳通信1月号』に掲載

旧カリキュラム
（2008年10月入学生以前）
2月13日（日）1〜5限 成瀬先生・大野先生新カリキュラム

（2009年4月入学生以降）
2月20日（日）1〜5限

精神保健福祉援助実習 『聖徳通信1月号』に掲載 2月11日（金・祝）1〜5限 高橋　克典　先生

博物館学実習（学芸員） 1月22・23日（土・日） 1月30日（日） 椎名　仙卓　先生

養護・看護実習 1月29・30日（土・日） 2月   5日（土） 小谷　美知子　先生

介護実習 2月26日（土） 2月12日（土） 赤羽　克子　先生

※ 実施時間は、事前指導は1〜5限（9：00〜17：40）、時限指定のない事後指導は1〜4限（9：00〜16：00）です。
※「介護等体験実習」の事後指導はありません。
※�小学校教育実習事前指導は、2月20日（日）、2月26日（土）に同一の内容にて開講します。申込書で希望する日程をどちら
か一日選択してください。
　すでに『聖徳通信11月号』でお申込みの日程を変更する場合も、締切日までに再度提出してください。

時　　限 時　　間 備　　考
1時限      9：00〜10：30

各90分
2時限 10：40〜12：10
3時限 12：50〜14：20
4時限 14：30〜16：00
5時限 16：10〜17：40

場所は本学松戸校舎で実施します。また、教室は当日掲示します。

申込みについて
　

申込期間：平成22年11月15日（月）〜平成22年12月17日（金）締切必着
　　　　　（介護等体験実習のみ平成22年11月15日（月）〜平成23年1月7日（金）締切必着）
　　　　　郵送の場合は「実習名」を明記してください。

● 社会福祉援助技術現場実習指導と精神保健福祉援助実習の実習事前指導について
　 スクーリング科目として開講しますので、他の春期スクーリング科目と同様に申込みをしてください（『聖徳通信1月号』に

掲載予定）。

●�博物館学実習（学芸員）事前・事後指導、社会福祉援助技術現場実習指導（事後）・精神保健福祉援助実習（事後）の受講料に
ついて

　 博物館学実習（学芸員）事前指導は8,000円、それ以外は各4,000円になります。申込締切後に振込用紙を送付いたします
ので、指定された期日までに最寄りの銀行からお振込みください。入金後の取消し、返金はできません。

実習事前・事後指導について



持物等について
　

　実習事前指導の際は平成22年度「履修と学習の手引」を持参してください。
　実習事後指導の際は平成22年度「実習の手引き」（ない実習は平成22年度「履修と学習の手引」）を持参してください。
　また、実習ノート（実習録）は原則、事前に提出していると思いますが、未提出の学生は事前に電話連絡の上、当日必ず持参してく
ださい。
● 保育実習事前指導、幼稚園実習事前指導、小学校教育実習事前指導、中学・高校実習事前指導を受講する学生は事前に実習録（実習

ノート）を購入しておいてください。該当の実習録はジャンティ三越で購入することができます。郵送で購入を希望する場合は用
紙綴の送金票に必要事項を記入の上、現金書留、または郵便為替（無記入）でおつりのないように送付してください。なお、送料は
切手でお願いいたします。

実 習 録 種 類 価　格 送　料
幼稚園教育実習録（2 週間分） 525 円 35 円
保育所実習録（12 日間分） 451 円 25 円
施設養護実習録（12 日間分） 315 円 25 円
小学校実習ノート 700 円 45 円
中学校実習ノート 700 円 35 円

●養護実習・看護実習の事前指導について
※養護実習・看護実習の事前指導を受講する条件
　「基礎看護」「養護概説」「学校保健」の3科目のレポートが合格済みであること。
1. 準備するテキスト
　 ①養護（臨地）実習の手引き（当日配布いたします。）
　 ②「基礎看護」「養護概説」「学校保健」テキスト（配本時期により版が異なる場合があります）
2.  小・中・高等学校学習指導要領（養護概説テキスト281〜350ページ）を参考にし、小・中・高等学校いずれかの学年と課題を1

つ選び、保健指導案または保健学習指導案を作成（授業時間小学校45分、中学・高校50分、教材を含む）し、模擬授業ができるよ
うに準備し受講する。

3.「保健だより」を4月〜3月までの1年間の1ヶ月分を作成し持参する（大きさはB4で作成）。
「保健だより」の機能をしっかりと理解した上で取組んでください。

● 精神保健福祉援助実習事後指導について
　 実習ノートは事後指導当日持参となります。

その他
　

● 小学校及び中学校の教員免許状を取得するための「介護等体験実習」と、高等学校（福祉）免許状及び、訪問介護員を取得するための
「介護実習」とは異なります。

●日曜・祝日は学内の売店（ジャンティ三越）、食堂（アミティエ・リリブ等）は営業していません。


